
宮
⑫
2
6
6
6

凶
押
祥
障
害
者
者
放
ぎ
て
は

J

局
者
に

よ
く
な
っ
て
も
ら
う
に
は
家
族
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
を
学
ん
だ
り
、
体
験

大
学

(短
大
を
含
む
)
生
、
大
学
院

生
、
大
学
予
備
校
生
。
た
た
し
、
二

部
学
生
は
入
寮
で
き
ま
せ
ん
。

き短市
い期法
大 枝
学 町
校六
学 九
生三
課
へ 浜
御松
請 職
求業
〈司11
だ練

上
小
出
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
昭
和
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来年は上田築城400年目にあたり、その前年祭も兼ねて今年から真 固まつりヵ、復活するこ とになり、 11月

20日、市内目抜き通りで、真固まつりが盛大に行われました。

武者行亨IJ (真田三代十勇士行列)には、真田幸村 ( 永野市長)、点目昌幸(松野市議会議長)、払 11~ 佐助、
蒜隠オ蔵などおなじみの人物カ、登場しました。 また、い っしょに上国民踊連合会の皆さんに よる民踊流し

も行われました。

戸
」

の

非

転

め

ピ

行

る

眠

通

plM
聞

か

運

早

ス

歩
、
ぇ
居
見

列

之
官
②
③
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市民の動き

(11月1日現在)

(+ 83) 

(十 41)

(+ 42) 

(+ 50) 

113，913人
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34，807世'rlf
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男
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世帯数
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秋の叙勲と褒章

第876号一

5氏がめでたく受章:心
武さん

勝さん

浜村謙一郎さん

〈
〉
勲
五
等
瑞
宝
章

北
沢

勝
さ
ん

(
中
央
六
l
七
l
八
・七
十
三
歳

北
沢
さ
ん
は
、
本
業
の
傍
ら
長
年
に

わ
た
っ
て
運
輸
行
政
に
参
画
さ
れ
、
運

送
事
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
長
野
県
自
家
用
自
動
車
組
合
設

立
の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
、

他
地
区
に

先
が
け
て
同
組
合
下
部
組
織
と
し
て
の

上
小
支
部
の
設
立
に
努
力
さ
れ
、
同
理

事
、
同
副
支
部
長
を
歴
任
、
そ
し
て
昭

和
四
十
六
年
か
ら
上
小
支
部
長
、
長
野

県
自
家
用
自
動
車
組
合
理
事
、
副
組
合

長
に
選
任
さ
れ
、
道
路
運
送
法
の
普
及

と
自
家
用
自
動
車
の
適
正
使
用
の
徹
底

に
努
め
る

一
方
、
組
織
の
充
実
拡
大
に

尽
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
〉
黄
綬
褒
章

浜
村
謙
一
郎
さ
ん

常
般
若
城
ニ
!
i
ニ
ニ

・六
十
四
歳

浜
村
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り
一
貫

し
て
金
融
業
務
の
経
営
を
通
じ
、
東
信

金
融
業
務
の
基
盤
を
確
立
し
、
中
小
企

業
の
発
展
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
上
田
市
商
工
会
議
所
議
員
と

な
り
同
監
事
を
歴
任
さ
れ
、
ま
た
現
在

は
、
同
常
議
員

・
同
税
務
金
融
委
員
長

と
し
て
地
域
商
工
業
界
の
発
展
に
指
導

的
役
割
を
は
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
田
市
議
会
議
員
、
上
田
市

監
査
委
員
と
し
て
持
ち
ま
え
の
行
動
力

と
公
正
な
判
断
力
を
発
揮
さ
れ
、
地
域

社
会
と
地
方
自
治
の
発
展
に
尽
き
れ
ま

し
た
。

〈
〉
黄
綬
褒
章

三
石
武
古
三
郎
さ
ん

緑
が
丘
一
l
七
1

こ
ハ・
六
十
四
歳

三
石
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
税

理
士
業
を
務
め
ら
れ
、
円
滑
な
税
理
事

務
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の

間
、
関
東
信
越
税
理
士
会
の
理
事
及
び

常
務
理
事
、
日
本
税
理
士
会
連
合
会
の

理
事
及
び
常
務
理
事
を
長
年
に
わ
た
っ

て
務
め
ら
れ
、
業
界
の
発
展
振
興
に
尽

き
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
田
市
公
民
館
運
営
審
議
全

美久さん安藤

を
務
め
ら
れ
、
上
田
市
の
教
育
文
化
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十

一
年
か
ら
は
、
長
野
県
教
育
委
員
会
委

員
を
務
め
ら
れ
、
現
在
も
御
活
躍
中
で

す
。く〉

監

綬
安褒
藤章
美t
久2
さ
ん

(
新
町
二
七
=
一
・
六
十
五
歳

安
藤
き
ん
は
、
本
業
の
傍
ら
長
年
に

わ
た
っ
て
交
通
安
全
運
動
の
推
進
に
携

わ
ら
れ
、
各
種
交
通
安
全
運
動
を
展
開

し
て
交
通
安
全
思
想
の
普
及
高
揚
に
尽

さ
れ
る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
協
会
組

織
の
充
実
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
問
、
当
時
の
塩
田
町
発
足
と
と

も
に
塩
田
交
通
安
全
協
会
を
設
立
、
会

長
に
、
ま
た
長
野
県
交
通
安
全
協
会
理

事
、
上
国
交
通
安
全
協
会
副
会
長
な
ど

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
二
年

か
ら
上
国
交
通
安
全
協
会
会
長
、
長
野

県
交
通
安
全
協
会
連
合
会
副
会
長
と
し

て
、
交
通
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

佐藤

北沢

政
府
は
、
十
一
月
三
目
、
昭
和
五
十

七
年
秋
の
叙
勲
と
褒
章
を
そ
れ
ぞ
れ
発

表
し
ま
し
た
。
上
田
市
で
は
、
市
内
に

お
住
ま
い
の
次
の
五
人
の
皆
さ
ん
が
、

め
で
た
く
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

〈
〉
勲
四
等
瑞
宝
章

佐
藤

武
さ
ん

御
所
五
四
三
l
六
・
七
十
二
歳

佐
藤
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

っ
て
公

安
行
政
の
職
務
に
精
励
さ
れ
、
富
山
地

方
公
安
調
査
局
長
、
静
岡
地
方
公
安
調

査
局
長
、
四
国
公
安
調
査
局
長
な
ど
を

歴
任
、
豊
富
な
経
験
と
優
れ
た
識
見
を

も
っ
て
公
安
業
務
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
広
く
大
き
な
包
答
力
と
巧
み

な
統
率
力
を
も
っ
て
部
下
職
員
の
指
導

に
あ
た
り
、
後
継
者
づ
く
り
に
尽
き
れ

ま
し
た
。
温
厚
篤
実
で
思
慮
深
い
こ
と

か
ら
地
域
の
皆
さ
ん
の
信
望
も
厚
く
、

退
職
後
は
司
法
書
士
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

の

マ

イ

カ

ー

を

対

象

と

し

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
所
回
答
率
は
七
一
・
六
%
(
百

三
十
一
社
回
答
)
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
は

O
県
道
上
回
丸
子
総
・
・
・
千
樹
高
校
前
↓

古
舟
橋
、
合
升
↓
亦
.h枇
a

O
県
道
上
回
稲
仰
山
総
:
・
し
い
の
み
同
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に」マイカー通勤者の実態と心t重盗
事長7

送
制
力
村
山
ー
は
三
円
d

白書
H
2
ど

て
い
ま
す
。

て
活
W
3
A
M
A

地し
Eて浜
全金村
域融さ
丹業ん
中務は
小の
企経長
主営年
tを』こ
村通わ
生じた
t 、1)
L東ー
た信 TT

宏
九
姥
鵜

べ
げ
烈
必

前
回
は
、
市
内
の
交
通
渋
滞
の
実
態

を
各
種
調
査
に
基
づ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
、
上
田
市
の
市
民

・

経
済
・
労
働
団
体

・
行
政
機
関
か
ら
柿

成
さ
れ
る
「
上
田
市
交
通
渋
滞
対
策
会

議
」
で
行
っ
た
「
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
に

よ
る
交
通
渋
滞
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
目
的
は
、
マ
イ

カ
l
通
勤
者
が
現
在
の
交
通
渋
滞
を
ど

う
と
ら
え
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
を
把

握
し
、
市
民
の
総
意
と
し
て
の
交
通
渋

滞
解
消
策
を
み
い
出
す
た
め
の
資
料
と

す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
調
査
期
間
は
、

今
年
の
十
月
一
日
か
ら
十
月
十
二
日
ま

で
で
、
調
査
の
概
要
は
、
千
曲
川
右
岸

に
あ
る
従
業
員
数
三
十
人
以
上
の
事
業

所
百
八
十
三
社
に
働
く
一

1
二
割
程
度

て
務
め
ら
れ
、
業
界
の
発
展
振
興
に
尽

き
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
田
市
公
民
館
運
営
審
議
会

委
国
民
、
'
上
回
古
川
立
総
時
弘
明
鈴
略
防
吻
量
破
事
晴
美
女

R
H

融制"'-簡齢制;唖聴聞_~ JI・・・・4司臨品蘭"""'，日
朝の通勤・通学風景(上田駅前で)

の
マ
イ
カ
ー
通
勤
者
を
対
象
と
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

事
業
所
回
答
率
は
七
一
・
六
%
(
百

三
十
一
社
回
答
)
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
は

七
七
・
二
%
(
二
千
二
百
六
人
回
収
)

で
し
た
。
回
答
者
の
年
齢
層
は
二
十
代

が
三
二

・
一
%
、
三
十
代
が
=
二
・
六

%
、
四
十
代
が
二
二
・
六
%
な
ど
で
、

性
別
で
は
、
男
性
が
七
四
・
四
%
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
回
答
者
の
多
い
居
住

地
区
は
、
丸
子
方
面
、
東
部
方
面
、
神
科

豊
殿
地
区
、
塩
田
地
区
な
ど
で
し
た
。

通
勤
時
間
に
渋
滞
の

影
響
受
け
る

八
九
・
二
%

ま
ず
、
ど
の
く
ら
い
の
人
が
、
通
勤

時
間
に
渋
滞
の

M
響
を
受
け
て
い
る
の

で
し
ょ
う
。
円
グ
ラ
フ
一
の
よ
う
に
、

何
ら
か
の
影
響
を
受
け
て
い
る
人
は
全

体
の
八
九
・二
%
(
千
九
百
六
十
八
人
)

を
占
め
、
い
か
に
多
く
の
人
が
渋
滞
に

よ
っ
て
影
響
を
受
け
て
い
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。

で
は
、
ど
ん
な
所
で
渋
滞
し
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
渋
滞
し

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
区
間
(
七
十
人

以
上
)
を
あ
げ
て
み
る
と
、

O
国
道
一
八
号
線
・
:
全
般

O
国
道
一
四
四
号
線
・
:
川
原
柳
交
差
点

付
近
、

神
科
小
学
校
付
近

O
国
道
一
四
三
号
線
・
:
上
田
原
↓
赤
坂
、

て
、
交
通
対
策
に
柏
僅
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

上
田
橋
南
↓
上
田
橋

O
県
道
上
田
丸
子
総
・
-
-
千
曲
高
校
前
↓

古
舟
橋
、
合
升
↓
赤
坂

O
県
道
上
回
稲
荷
山

総

し

い

の
み
凶

↓
古
舟
僑
取
付
道
路

O
県
道
上
回
茅
野
線
-・
・
丸
子
町
石
井
↓

大
屋
駅
前
交
差
点

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
区

聞
は
、
前
固
め
交
通
渋
滞
実
態
調
査
の

マ
イ
カ
ー
に
よ
る
所
要
時
間
調
査
で
も
、

時
速
十
五
キ
ロ

μ
以
下
の
区
間
で
、
な

か
に
は
時
速
一
キ
ロ
灯
程
度
の
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
所
要
時
聞
が
金

問
時
の
測
定
値
の
十
八
倍
も
か
か
る
区

間
も
あ
り
ま
し
た
。
渋
滞
を
感
じ
た
所

は
、
実
際
に
渋
滞
し
て
い
る
所
な
の
で

す。

土
曜
日
は渋
滞
な
し

七
五

・
一
%

と
こ
ろ
で
、
土
曜
日
は
ス
ム
ー
ズ
に

流
れ
る
と
い
う
話
し
を
よ
く
聞
き
ま
す

が
ど
う
な
の
で
し
ょ
う
。
「
あ
な
た
は

平
日
と
比
べ
て
土
曜
日
は
渋
滞
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
か
」
の
問
い
は
、
円
グ

ラ
フ
こ
の
よ
う
に
七
五

・
一
%
の
人
が

「
渋
滞
し
て
い
な
い
」
と
感
じ
て
お
り
、

国
道
一
八
号
線
を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
路

線
で
、
こ
の
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
回
の
週
休
二
日
制
の
実

施
状
況
調
査
で
も
六
五

・
三
%
(
千
四

百
四
十
人
)
が
実
施
し
て
い
る
状
況
で
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(
千
百
二
十
九
人
)
で
し
た
。

「
で
き
な
い
」
と
答
、
え
た
人
に
、
「
ど

の
よ
う
な
条
件
に
な
っ
た
ら
、
マ
イ
カ
ー

滞
解
消
を
願
う
声
が
、
圧
倒
的
比
率
を

占
め
て
い
ま
す
。

で
は
、
皆
さ
ん
が
考
え
て
い
る
渋
滞。

あ
り
、
ま
た
前
回
実
施
し
た
交
通
量
調

査
で
も
、
平
日
に
比
べ
土
曜
日
は
約
千

台
の
車
両
減
が
あ
る
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。公

共
交
通
機
関
の

改
善
を
望
む

五
一
・
二
%

で
は
、
現
状
の
公
共
交
通
機
関
の
運

行
状
況
を
市
民
の
皆
き
ん
は
、
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
「
あ

な
た
は
、
現
在
の
パ
ス
や
電
車
の
運
行

状
況
で
も
、
マ
イ
カ
ー
を
使
わ
ず
に
通

動
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
ま
す
か
」
の

問
い
に
対
し
て
、
円
ク
ラ
フ
三
め
よ
う

に
現
状
で
も
「
で
き
る
」
と
答
え
た
人

μ
v
m凹
ゐ
ハ

・
ム
ヘ
わ
骨
?
十
l
-
7T
-
A
l
k
て

と
噛
管
泣
沈
え
崎
川
也
古
・
団
渚
A

千
七
百

七
人
)
で
、
大
多
数
の
人
が
交
通
渋
滞

解
消
に
協
力
的
な
姿
勢
を
示
し
て
い
ま

す
。

件)

1000 900 800 700 600 500 400 300 200 100 
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利用できる新しいパス路線ができれば

r-:"J')/{7，・屯卓がもっと遅い時刻まで運
Lて〈れたら

236 

226 どおりにパスが遂行されたら



き
な
い
」
と
答
え
た
人
が
五
一

・
二
%

(
千
百
二
十
九
人
)
で
し
た
。

「
で
き
な
い
」

と
答
え
た
人
に
、
「
ど

の
よ
う
な
条
件
に
な
っ
た
ら
、
マ
イ
カ
ー

以
外
の
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
す
か
」

を
質
問
(
複
数
回
答
)
し
た
と
こ
ろ
、

表
一
の
よ
う
な
こ
と
が
上
位
を
占
め
、

現
在
の
運
行
状
況
の
改
善
を
望
む
声
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
渋
滞
解
消
に

何
ら
か
の
手
を

八
九
・
九
%

だ

ま
た
、
「
あ
な
た
は
、
交
通
渋
滞
解
消

の
た
め
今
の
う
ち
に
何
ら
か
の
手
を
打

つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
」
の
問
い
に

対
し
て
、
円
グ
ラ
フ
四
の
よ
う
に
「
打

つ
べ
き
だ
」
と
答
え
た
人
が
八
九
・
九

えつ一(5)一一一昭和57年12月1日 広報
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%
(
千
九
百
八
十
四
人
)
で
、
交
通
渋

滞
解
消
を
願
う
声
が
、
圧
倒
的
比
率
を

占
め
て
い
ま
す
。

で
は
、
皆
さ
ん
が
考
、
え
て
い
る
渋
滞

緩
和
策
は
、
ど
ん
な
方
法
で
し
ょ
う
。

「
渋
滞
を
和
ら
げ
る
方
策
と
し
て
、
現

況
道
路
網
の
中
で
ど
ん
な
方
法
が
よ
い

と
思
い
ま
す
か
」
の
質
問
(
複
数
回
答
)

に
対
し
て
、
表
こ
の
よ
う
な
結
果
が
で

ま
し
た
。

交
通
渋
滞
解
消
に

協
力
で
き
る

七
七
・
四
%

最
後
に
、
「
交
通
渋
滞
緩
和
の
た
め
の

方
策
が
市
民
運
動
化
さ
れ
た
場
合
、
協

力
で
き
ま
す
か
」
の
聞
い
に
対
し
て
、

円
グ
ラ
フ
五
の
よ
う
に
「
協
力
で
き
る
」

カ」

問
い
に
対
し
て
、
円
グ
ラ
フ
三
の
よ
う

に
現
状
で
も
「
で
き
る
」
と
答
、
え
た
人

が
四
六
・
六
w
m
h
千
二
十
八
人
て
寸
で

す解七と
消人答
に)え

協でた
力、人

的大が
な多七
姿数七
勢の・
を人四
示が%
し交(
て通 千
い渋七
ま j帯百

以
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
って、

多
く
の
人
が
交
通
渋
滞
の
影
響
を
受
け

切
実
に
交
通
渋
滞
解
消
を
願
い
、
ま
た

解
消
に
向
け
て
協
力
的
な
姿
勢
を
み
せ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
勺
-
こ
れ

ら
市
民
の
皆
さ
ん
の
指
向
や
要
望
を
分

析
・
研
究
し
、
市
民
の
総
意
と
な
り
総

ぐ
る
み
の
運
動
と
な
る
よ
う
、
「
上
田
市

交
通
渋
滞
対
策
会
議
」
で
検
討
し
、
具

体
的
な
方
策
を
決
定
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
自
ら
の
英
知
と
努
力

に
よ
り
渋
滞
緩
和
が
さ
れ
る
よ
う
、
「
運

動
の
輪
」
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

eヨ2・ 800 700 

747 

500 400 300 200 
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440 

368 

351 

136 

136 

パス・電車をもっと便利にして、通勤 ・通学にはパ
ス・電車を利用するようにする。

いろいろなノーカー運動や時差出勤の方法で交通の
流れを分散させる。

近距離のマイカ一通勤を原則的に禁止し、他の交通
機関を利用してもらうよう市民運動をおこなっ。

マイカーの相乗り通勤をすすめ、市民運動として交
通量を減らす。

右左折の禁止など箸察の交通規制jを強め、交通の流
れを単純化する。

バイク・自転車の利用を呼びかけ、市民運動化して
渋滞をやわらげる。

上田橋をパス専用、古舟を通勤者専用とし、赤坂交
差点で分雛する。

朝の通勤時間借に思いきって一人乗りマイカーの市
街地進入を禁止する。

郊外へマイカー駐車場を造って、そこからパスで市
街地へ行けるような対策をおこなう 。

その他
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働
き
者
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

ん
)
さ
年
春
寸
千
配

池
西

私
の
家
で
は
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
が
働
き
に
出
て
し
ま
う
の
で
、
家
の

中
の
仕
事
は
、
だ
い
た
い
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
仕
事
で
す
。
そ
う
じ
、
洗
た
く
、

庭
の
草
取
り
な
ど
、
私
だ

っ
た
ら
あ
き

て
し
ま
う
も
の
ば
か
り
で
す
。
な
の
に

‘叫ぶ，E
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
汗
だ
ら
け
に
な
っ

て
も
、
ね
じ
を
ま
か
れ
た
人
形
の
よ
う

に
働
き
続
け
ま
す
。
ね
じ
が
切
れ
た
か

の
よ
う
に
一
日
の
仕
事
を
お
え
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
、
っ
か
れ
た
よ
う
な
顔
で

ね
む
り
ま
す
。
私
は
「
ぐ
っ
す
り
ね
む

っ
て
ね
」
と
心
の
中
で
思
い
ま
す
が
、

そ
う
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
と
な
り
で
ね
て
い
る
私
と
妹
が
、

あ
ば
れ
る
そ
う
な
の
で
す
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
何
時
間
お
き
に
か
お
き
て
、
私

や
妹
に
、
ふ
と
ん
を
か
け
な
お
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
「
あ
り
が
と
う
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
と
私
は
い
つ
も
思

っ
て
い
ま

す
。前

、
私
が
図
工
の
本
を
な
く
し
て
し

ま
っ
た
と
き
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
「
図

工
の
本
、
知
ら
な
い
?
」
と
聞
く
と
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
「
ち
ゃ
ん
と
し
ま
っ

て
お
か
な
き
ゃ
だ
め
だ
よ
」
と
言
い
な

が
ら
き
が
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
あ
ん
な

に
お
こ
ら
な
く
て
も
」
と
思
い
ま
し
た

が
、
私
の
た
め
に
き
が
し
て
く
れ
て
い

る
の
で
、
私
も
い
っ
し
ょ
に
き
が
し
ま

し
た
。
も
う
一
度
、
机
の
中
を
調
べ
ま

し
た
。
す
る
と
、
図
工
の
本
が
、
引
き

出
し
と
引
き
出
し
の
聞
に
は
さ
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
「
本
、
あ
っ
た
よ
」
と
言
う

と
、
「
ち
ゃ
ん
と
し
ま
っ
て
お
く
ん
だ
よ
」

と
、
ま
た
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
た
い
へ
ん
な
仕

事
を
や
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
は
き
ち
ん
と
や

っ
て
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
仕
事
を
手
伝
う
く
ら
い

に
や

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
は
、
い
つ
ま

で
も
長
生
き
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

よ
く
働
く
お
じ
い
ち
ゃ
ん

つ
ま
り
、
わ
た
し
か
ら
み
れ
ば
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
住
ん
で
い
ま
す
。
だ
い
ぶ
前

に
、
わ
た
し
か
ら
み
れ
ば
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
を
な
く
し
て
し
ま
い
、
か
わ
い
そ
う

で
す
。
わ
た
し
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い

b
o
'--ず
K
縄
件
、
げ
ν
l
し
い
仇
L
4
1

・
和、iu、
わ
O
トし

11 

ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
植
木
が
と
て
も
好

き
で
、
大
き
な
庭
に
高
い
ま
つ
の
木
や

さ
っ
き
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
木
を
植
、え
て

い
ま
す
。
ハ

ウ
ス
の
中
に
は
、
小
さ
な

は
ち
に
植
え
て
あ
る
木
、
大
き
な
は
ち

に
植
え
て
あ
る
木
、
寒
さ
に
弱
い
木
な

ど
が
お
い
て
あ
り
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
せ
わ
を
し

て
い
ま
す
。
は
ち
も
自
分
で
作
り
ま
す
。

は
ち
作
り
は
、
と
て
も
む
ず
か
し
い
け

れ
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
作
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
わ
た
し
が
一
度
「
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、
わ
た
し
に
も
作
ら
せ
て
」
と
、

た
の
ん
で
作
っ
て
み
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
思
い
ど
お
り
に
作
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
「や
っ
て
み
る
と
む
ず
か
し
い
ね
」

と
わ
た
し
が
言
う
と
、
「
な
れ
て
く
れ
ば

上
手
に
な
る
よ
」
と
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
平
気
な
顔
を
し
て
作
っ
て
い
ま
す
。

や
は
り
、
い
つ
も
作
っ
て
い
る
か
ら
こ

ん
な
に
上
手
に
で
き
る
ん
だ
な
、
と
感

心
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

昼
間
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
、
そ
の

他
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
し
て
い
て
、
わ

た
し
た
ち
と
あ
ま
り
し
ゃ
べ
っ
て
く
れ

な
い
け
れ
ど
、
夜
、
わ
た
し
が
「
お
じ

い
ち

ゃ
ん
、
尺
八
ふ
け
な
い
の
、
教
え

て
」
と
た
の
む
と
、
「
ど
う
、
か
し
て
み

な
」
と
教
え
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
は
、

お
し
い
ち
ゃ
ん
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
大

好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
も

っ
と
も

っ
L
、E
W峰、
体
主
LA
“ap
ャ、
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h
h
ふ
よ
ト
h
4
d
や
h
r
a

べ

ん
を
な
く
し
て
し
ま
い
、
か
わ

い
そ
う

で
す
。
わ
た
し
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い

な
く
て
き
ぴ
し
い
で
す
。
で
も
、
お
じ

心
配
さ
れ
る
石
油
価
格
の
値
上
げ

ー
生
活
必
需
物
資
上
半
期
の
価
格
動
向

l

市
で
は
、
消
代
物
資
等
監
視
員
の
皆

さ
ん
に
、
毎
月
、
日
常
生
活
に
関
係
の

深
い
食
料
品
、
日
用
雑
品
川
品
、
石
油
製

品
な
ど
九
十
一
品
目
の
価
格
動
向
を
、

調
作
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
十
月
ま
で
の
価
格
動
向
を

み
る
と
、
野
菜
矧
で
は
台
風
な
ど
の
以

細
川
に
よ
っ
て
、
高
原
野
菜
、
近
郊
野
菜

の
値
上
が
り
が
目
立
ち
ま
し
た
。

魚
介
類
は
、
季
節
に
よ
る
漁
獲
高
の

変
化
や
休
漁
の
お
響
な
ど
が
あ
る
た
め
、

価
格
が
不
安
定
に
な
り
、
九
月
の
さ
ん

ま
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
高
値
と
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
灯
油
、
ガ
ソ

リ
ン
は
、
八
月

ま
で
比
較
的
安
定
し
た
価
格
で
推
移
し

て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
価
格
の
上
昇

が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に

灯
油
は
、
九
月
に
な
る
と
前
月
対
比
で

百
八
十
円
(
十
八
リ

ッ
ト
ル
当
り
)
も

値
上
が
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、

暖
房
用
燃
料
の
需
要
が
増
加
す
る
中
で
、

家
計
へ
の
杉
山
容
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

価格動向調査結果(一部抜粋)
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きゅうり

100 g 

さんま
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100 g 

100 g 
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て-;>ト

大

n 

る
」
と
務
、
え
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
大

好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
も
っ
と
も

っ
と
長
生
与
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

向調査(一部抜粋)
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l消費物資等監視員調査レポ.

巧みな話術の

rSF商法」

S
F
商
法
と
は
、
新
製
品
普
及
会
の

頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、
催
眠
商
法

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
特
殊
販
売
の
一
種

で
す
。
こ
の

S
F
商
法
が
、
最
近
、
市

内
で
も
催
き
れ
ま
し
た
の
で
、
消
費
物

資
等
監
視
員
に
調
べ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
以
下
は
、
そ
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
で

す
。S
F
商
法
の
会
場
に
集
ま
る
人
の
ほ

と
ん
ど
が
、
四
十
1
七
十
代
の
婦
人
で
、

年
配
者
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
毎
日
来
て
い
る
人
、
一

日
に
三
回
来
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
。

ま
ず
、
お
み
や
げ
と
し
て
、
ガ
ラ
ス

小
ば
ち
、
ざ
る
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
な
ど

の

日
用
品
が
、
無
料
で
配
ら
れ
ま
し
た。

そ
の
後
で
、
イ
才

ン
静
電
気
布
団
の

えつ広報第876号

て
慢
性
病
な
ど
に
効
能
が
あ
る
と
い

っ

た
話
が
続
き
ま
す
。
実
際
に
布
団
を
買

っ
た
人
が
、
体
験
談
と
称
し
て
、
布
団

使
用
後
二
日
1
一
週
間
で
頭
痛
、
肩
こ

り
、
腰
痛
、
不
眠
症
、
高
血
圧
、
低
血

圧、

神
経
痛
な
ど
が
良
く
な

っ
て
き
た

と
話
し
ま
す
。
次
に
、
「
こ
の
商
品
の
購

入
希
望
者
は
手
を
上
げ
て
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
品
付
き
で
ど
う

か
と
話
を
持
ち
か
け
、
そ
の
場
で
契
約

書
を
渡
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
、
マ
ナ
板
・
包
丁
セ
ッ
ト

な
ど
の
説
明
が
次
々
に
行
わ
れ
、
購
入

し
た
い
人
に
は
、
例
に
よ
っ
て
手
を
上

げ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
お
み
や
げ
と
し
て
数
回
聞
を

配

っ
て
終
り
ま
す
。
今
固
め
開
催
時
間

は
、
二
時
間
四
十
五
分
で
し
た
。

《
調
査
し
た
感
想
V

O
会
場
に
集
ま
っ
た
人
た
ち
の
多
く
は
、

近
所
で
お
茶
飲
み
を
し
て
い
る
様
な

気
楽
さ
で
楽
し
ん
で
い
た
。

O
体
の
調
子
が
悪
く
て
困
っ
て
い
る
人

に
と
っ
て
は
、
医
者
で
も
治
ら
な
か

っ
た
人
が
、
こ
の
布
団
で
良
く
な

っ

た
と
い

っ
た
話
を
聞
か
さ
れ
る
と
、

気
持
ち
が
動
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る

の
だ
ろ
う
。

0

マ
ナ
板
・
包
丁
セ

ッ
ト
な
ど
は
と
も

か
く
と
し
て
、
布
団
は
五

1
六
万
円

も
す
る
高
価
な
も
の
で
す
。
商
屈
で

買
う
と
き
の
よ
う
に
、
手
に
取

っ
て

見
る
で
も
な

(
、
遠
(
か
ら
見
た
だ

う
こ
と
に
的
き
を
感
じ
た

S
F
商
法
と
は

《
販
売
方
法
》

商
品
の
説
明
会
と
い

っ
て
、
会
場
に

人
を
集
め
ま
す
。
集
ま
っ
た
人
に
、
最
初

は
安
い
日
用
品
な
ど
を
無
料
で
配
り
、

そ
の
後
、
商
品
の
特
徴
、
使
用
方
法
な

ど
を
説
明
し
て
、
商
品
の
購
入
希
望
者

を
募
る
版
売
方
法
を

S
F
商
法
と
い
い

ま
す
。

版
売
員
の
巧
み
な
話
術
と
、
閉
め
き

っ
た
場
内
の
熱
狂
的
な
雰
囲
気
に
よ

っ

て
、
消
費
者
は
冷
静
な
判
断
を
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
高
価
な
商
品
を
つ
い
購

入
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

《
取
扱
商
品
》

ベ
ッ
ド
、
布
団
、
健
康
食
品
、
マ

ッ

サ
ー
ジ
器
、
イ
オ
ン
治
療
器
な
ど

《
S

F
商
法
の
問
題
点
V

①
品
質
の
割
り
に
高
額
な
商
品
の
場
合

が
多
い
。

②
健
康
食
品
、
治
療
器
具
な
ど
の
場
合
、

効
果
や
効
能
に
疑
問
の
点
が
あ
る
。

③
会
場
を
移
動
し
て
行
わ
れ
る
た
め
、

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
が
十
分
に
受
け

④
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
も
の
を
、
そ

の
場
の
雰
囲
気
で
買
わ
さ
れ
て
し
ま

、「
ノ

市

ω
?
ll
リ
ン

7
オ
7
制
刷
昨
凪
〈

民

川
弘
木
糾
げ
帥
酔

訪
問
販
売
で
の
ト
烹
フ
ル
防
止

み
を
撤
回
し
た
い
場
合
に
は
、
こ
ち
ら

の
意
思
を
相
手
側
に
伝
、
え
た
と
い
う
証

拠
を
残
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

川-----------------------------司------------=----------.
，-'-------------------------------------------------・・===伊

川

園

司

書

週

E・
E
・
-
・

つ
い
買
い
過
ぎ
て
、
そ
の
結
果
腐
ら

川

川

開

院

院

魁

民

臨

箇

せ
か
え
っ
て
高
い
買
物
と
な
る
食

川

口問類
。
庖
頭
や
テ
レ
ビ
の
宣
伝
に
つ

川

…

賢

い

消

費

者

と

ら
れ
て
買
っ
て
し
ま
い

、
十
分
使
い

川

こ
な
せ
な
い
ま
ま
ホ

コ
リ
を
か
ぶ
っ
て

川

川

な

る

た

め

に

い
る
家
庭
用
品
な
ど
、
と
て
も
無
駄

川

な
買
物
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

川

川

名
前
だ
け
は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
で
は
、
自
動
オ
ー
プ
ン
レ
ン

川

川

ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
か
全
く
わ
か
ジ
の
広
告
を
「
夢
を
こ
こ
に
結
集
。

川

川

ら
な
い
ま
ま
、
監
視
員
と
な

っ
て
早
ボ
タ
ン
一
つ
で
自
動
調
理
。
時
間
、

川

川

く
も
半
年
。
二
十
人
の
皆
さ
ん
と
、
分
量
、
火
加
減
す
べ
て
お
ま
か
せ
。

川

川
毎
月
九
十
一
品
目
の
生
活
関
連
物
資
ポ
ン
と
押
す
だ
け
、
ハ
イ
で
き
上
が

川

川

に
つ
い
て
の
価
格
変
動
調
査
、
四
人
り
」
と
毎
日
の
よ
う
に
流
し
て
い
ま

川

川

一
組
で
一
品
目
を
決
め
、
そ
の
す
べ
す
。
ほ
ん
と
に
そ
う
な
ら
、
楽
し
い

川

川

て
に
つ
い
て
の
調
査
な
ど
を
し
て
い
料
理
が
自
然
に
で
き
、
私
た
ち
主
婦

川

川

ま
す
。

は
台
所
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
心
動
か

川

川

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
年
一
回
冊
子

さ

れ

た

も

の

で

し

た

。

川

川

と
な

っ
て
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
あ
る
雑
誌
の
テ
ス
ト
結

川

州
毎
日
の
生
活
の
中
で
と
て
も
役
立

つ

果
で
は
、
温
め
直
し
ゃ
、
菓
子
、

パ

川

川

て
い
ま
す
。
最
初
、
こ
れ
は
大
変
な
ン
作
り
な
ど
は
良
か

っ
た
の
で
す
が
、

川

川

仕
事
と
思
い
、
皆
さ
ん
の
熱
心
な
勉
煮
た
り
焼
い
た
り
の
基
本
料
理
は
、

川

川

強
ぶ
り
に
頭
が
下
が
り
、
我
が
身
の

ふ
つ
う
の
ナ
ベ
や
フ
ラ
イ
パ
ン

で
作

川

川

不
勉
強
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
い
ま

っ
た
も
の
の
お
い
し
さ
に
及
ば
な
い
川

川

し
た
。

と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
結
局
、
我

山

川

メ
モ
を
取
る
こ
と
を
最
も
苦
手
と
が
家
で
は
、
あ
ま
り
必
要
な
い
夢
の
川

川

す
る
私
も
、
い
つ
の
ま
に
か
必
要
に
調
理
器
だ

っ
た
の
で
す
。

川

川

迫
ら
れ
て
台
所
に
、
居
間
に
、
パ

ッ

賢
い
消
資
者
と
な
る
た
め
に
は
、

川

川

ク
の
中
に
と
、
メ
モ
帳
と
ペ
ン

を

置

巧

み

な

宣
伝
広
告
に
迷
わ
さ
れ
る
こ
川

川

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
折
々
に
気

と
な
く
、
十
分
に
検
討
し
、
慎
重
な
川

山

の
つ
い
た
こ
と
、
必
要
な
寅
い

物
な

対

応
を
し
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す

川

川

ど
を
メ

モ
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、

こ
れ
か
ら
も
大
い
に
勉
強
し

川

年
明
間
聞
の

'
ナ

-7
白
ン
{
弘
北
口

m
y
l
悶川、

4

1
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U

け
ふ
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と
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t
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v
ト
J
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H
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日
用
品
が
、
無
料
で
配
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
で
、
イ
オ
ン
紛
電
気
布
団
の

3V副
明
戸
入

q
.
イ
f

zノ
司
抽
明
車

二

ょ

っ

買
う
と
き
の
よ
う
に
、
手
に
取
っ
て

見
る
で
も
な
く
、
遠
く
か
ら
見
た
だ

け
で
、
た
や
み
1

(
冒
飼
い
や
本
め
て
し
ま

訪
問
販
売
で
の
ト
吹
フ
ル
防
止

解
約
は
ク

l
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
で

訪
問
販
売
で
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
が
増

え
て
い
ま
す
。
消
費
者
と
し
て
、
注
意

す
べ
き
点
を
次
に
上
げ
て
み
ま
し
た
。

①
販
売
業
者
の
氏
名
ま
た
は
名
称
、
商

品
の
時
類
を
確
認
し
、
訪
問
の
目
的

は
何
な
の
か
を
必
ず
聞
く
。

〉

②
必
要
な
い
も
の
な
ら
、
き
っ
ぱ
り
と

集

断
わ
る
。

特

③
そ
の
場
で
す
ぐ
契
約
や
購
入
を
せ
ず
、

〆ミ、だ

家
族
と
相
談
し
た
り
、
セ
ー
ル
ス
マ

ン
の
話
は
本
当
か
、
自
分
に
と
っ
て

必
要
な
も
の
か
、
時
間
を
お
い
て
冷

織
に
検
討
す
る
。
契
約
は
、
慎
重
に

行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

④
契
約
す
る
場
合
は
、
必
ず
契
約
の
内

容
を
明
ら
か
に
し
た
書
面
を
受
け
取

り
、
記
載
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
か

ら
著
名
な
ど
を
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

⑤
現
金
で
一
括
払
い
を
す
る
こ
と
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
全
額
を
現
金
で
払
っ

た
場
合
は
、
ク
1

リ
ン
グ
オ
フ
制
度

が
適
用
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

えつ一(3)一一一『昭和57年12月1日一一一一広報

無
条
件
解
約
は

4
日
間

ク
l
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
は
、
セ
ー
ル

ス
マ
ン
の
話
に
乗
せ
ら
れ
て
い
っ
た
ん

契
約
(
購
入
)
し
て
し
ま
っ
た
が
、
よ

く
考
え
て
み
る
と
必
要
な
い
、
こ
ん
な

場
合
に
無
条
件
で
解
約
で
き
る
と
い
う

も
の
で
す
。

訪
問
販
売
で
は
、
無
条
件
で
解
約
で

き
る
期
間
を
、
契
約
し
た
日
を
含
め
て
、

四
日
間
と
定
め
て
い
ま
す
。
契
約
を
解

除
し
た
り
、
申
し
込
み
を
撤
回
し
た
い

と
き
は
、
こ
の
期
間
内
(
日
曜

・
祝
日

も
含
む
)
に
書
面
で
販
売
業
者
に
そ
の

旨
の
通
知
を
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
内

容
証
明
郵
便
で
出
せ
ば
確
実
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

ク
|
リ

ン
グ
オ
フ
制
度
が
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

①
現
金
で
全
額
支
払
っ
た
と
き
(
商
品

を
受
け
取
り
、
代
金
を
全
額
支
払
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
)

②
「
訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律
」
の

四
十
三
指
定
商
品
以
外
の
商
品

③
指
定
商
品
で
あ
っ
て
も
、
化
粧
品
な

ど
そ
の
商
品
の
一
部
で
も
消
耗
し
て

し
ま
っ
た
場
合

④
乗
用
自
動
車

解
約
は
内
容
証
明
郵
便
で

契
約
を
解
除
し
た
い
と
か
、
申
し
込

買
わ
さ
れ
て
し
ま

@ 
I~ ク う

がリ
"" / 

?f 
pぅ
1市IJ
2度
ム戸、

;無
多条
い件
。解

み
を
撤
回
し
た
い
場
合
に
は
、
こ
ち
ら

の
意
思
を
相
手
側
に
伝
え
た
と
い
う
証

拠
を
残
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
に
は
、
内
容
証
明
郵
便
が
設
も
路
実

で
す
。

用
紙
は
、
文
具
庖
で
市
販
さ
れ
て
い

ま
す
。
郵
便
料
金
は
、
内
容
証
明
郵
便

料
一
枚
三
百
五
十
円
、
書
留
料
金
三
百

五
十
円
、
郵
便
料
金
(
封
書
)
六
十
円
、

配
達
証
明
郵
便
料
二
百
五
十
円
、
合
計

で
一
千
十
円
か
か
り
ま
す
。
(
消
印
が
四

日
以
内
で
あ
れ
ば
ク

l
リ
ン
グ
オ
フ
制

度
が
適
用
さ
れ
ま
す
)

〈
記
入
例
V

0
0
0
の
申
込
撤
回
に
つ
い
て

本
人
住
所
・
氏
名
⑮

相
手
住
所
・

0
0
0会
社

代
表
取
締
役

0
0
0
0殿

昭
和

O
年

O
月

O
日
に
、
貴
社

の
セ
ー
ル
ス
マ
ン

O
O
氏
の
訪
問

を
受
け
、
備
品
淑
留
の
購
入
を
申
し

込
み
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り
申

し
込
み
を
撤
回
し
ま
す
。
支
払
い

済
み
の

O
O
同
を
直
ち
に
返
金
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
商
品
は
早

急
に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

昭
和

O
年

O
月

O
日

円どの
!新をつ
を聞メい

?のモた
bチしこ
Pラてと
てンし、

末広ま必
内告す要
bの 。プ1・

?主負
i勺;;
十長

勧
旭
抽
淑

y
い
わ
弘
主
口
官

調
査
の
仕
事

と
ば
か
リ
だ
っ
た
と
改
め
て
感
じ
、
川

勉
強
に
も
な
り
ま
す
。

川

宅
急
便
に
つ
い
て
お
附
き
し
た
時
、
川

「
ガ
ソ

リ
ン
代
、
人
件
伐
を
号
、えた

州

ら
採
算
が
と
れ
な
く
て
も
、
全
国
ど
川

こ
へ
で
も
配
達
し
ま
す
」
と
い
う
一吉

川

葉
が
あ
り
ま
し
た
。
日
ご
ろ
は
派
手
山

な
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
迷
惑
に
思

っ
て

川

い
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
企
業
こ
そ
州

も
っ
と
上
手
に
宣
伝
し
た
ら
と
思
い
川

ま
す
。

ネ
ク
タ
イ
の
調
貨
で
は
、
価
格
は
川

手
ご
ろ
で
縫
製
が
て
い
ね
い
な
専
門

川

庖
。
値
段
は
高
い
が
有
名
ブ
ラ
ン
ド

川

品
が
上
品
に
並
べ
ら
れ
た
デ
パ
ー
ト
。

川

価
格
は
安
く
口
問
数
豊
富
な
ス
ー
パ
ー
川

と
い
っ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
川

が
よ
く
出
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

川

盟
高
な
商
口
聞
の
中
か
ら
自
由
に
選

川

べ
る
恵
ま
れ
た
時
代
で
す
が
、
私
た
川

ち
の
生
活
に
合
っ
た
上
手
な
買
い
物
川

を
す
る
こ
と
の
難
し
さ
も
感
じ
ま
す
。
川

各
グ
ル
ー
プ
が
、
日
常
生
活
に
役
立

川

つ
調
査
テ
!
?
を
選
ば
れ
て
い
る
こ
川

と
に
感
心
し
、
そ
の
報
告
は
参
与
に
川

な
る
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

川

監
同
官
民
制
度
は
、
消
行
者
の
勉
強
川

の
場
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
、
川

し
か
し
、
生
活
の
中
で
疑
問
を
持
ち
、
川

何
か
に
気
づ
き
、
正
し
い
こ
と
を
知
川

る
、
そ
ん
な
機
会
に
忠
ま
れ
た
こ
と
川

を
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
川

(
中
原
)
川

川
市
の
消
貨
物
資
等
監
視
員
に
委
嘱

川
さ
れ
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
毎
月

川
の
主
な
仕
事
は
、
生
活
関
連
物
資
に

川
つ
い
て
、
一
人
が
数
品
自
の
価
格
を

川

四
庖
舗
で
調
べ
、
報
告
し
ま
す
。

川
物
価
は
、
消
費
者
に
と
っ
て
最
も

川

関
心
の
高
い
も
の
で
す
。
オ
イ
ル
シ

川

ヨ
ツ
ク
の
こ
ろ
の
チ
リ
紙
、
砂
糖
、

山

洗
剤
な
ど
の
値
上
が
り
、
品
不
足
と

川

い
っ
た
事
態
が
二
度
と
な
い
よ
う
、

川

消
費
者
も
気
を
つ
け
、
行
政
の
面
か

川

ら
も
正
し
く
指
導
し
て
い
た
だ
き
た

川

い
と
思
い
ま
す
。

川

も
う
一
つ
の
仕
事
は
、
四
人
の
グ

川

ル
ー
プ
で
一
つ
の
商
品
を
決
め
、
種

山

類
、
価
格
、
品
質
な
ど
を
毎
月
調
査

川

し
て
、
監
視
員
会
で
報
告
し
ま
す
。

川
調
査
の
時
、
底
の
受
付
で
お
願
い
す

川
る
訳
で
す
が
、
承
諾
さ
れ
る
ま
で
長

川

い
間
待
た
さ
れ
た
り
、
迷
惑
そ
う
な

川
顔
を
さ
れ
る
と
カ
y

カ
リ
し
ま
す
。

川
ま
た
、
雨
の
中
を
場
所
を
伎
し
な
が

川
ら
営
業
所
へ
伺

っ
た
時
、
係
の
方
が

川
玄
関
で
待

っ
て
い
て
く
だ
さ
り
、
山
由

川
激
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

川
買
い
物
を
す
る
で
も
な
く
、
調
倉

山
と
い
う
目
的
の
た
め
に
商
庖
へ
伺
う

川

こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
、
緊
張
も
し
ま

川
す
が
、
消
費
者
と
し
て
知
ら
な
い
こ
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巾
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午前9:00-午後4:00 
午前9:00-12: 00 

平日

土
11ょ日 (日~，~日除< ) 

生活fL1境線
22-4100( 301) 

午後 1:00-4 :00 毎月第2木IIlb日

心配ごとキ11談室27-2025 午前10:00-午後3・00心配ごと相談|毎i盟火・木H11'1日

士盟弁27-2025 
午後 1:00-3 :00 
午前10:00-12: 0。金

土
毎月第3金・土雌日法律 相談

リ己主相談只27-2025 午後 1:00-3 :00 毎週土11M日児童 相談

結熔相談只27-2025 午前10:00-午後3・00i[i:jl/il水附日結婚 相談

上
岡
市
社
会
悩
祉
協
品
会

回T
尚年齢者
職業相談

法 律相談
(王に登記|刻ff，)

の
巻

rlj齢者版業相談員
老人福祉センタ-

22-4119 
午前9:00-午後4:00 f示日 (日然日|徐<) 

!o':j齢者
職業相談所

士「護幸子22-4500 午後 1:30-3 :00 毎月第 3*"/~日

小諸社会保険
事務所相談員

八十二銀行
上回経営相談所

22-4500 午前10:00-午後3:00 

松尾町支庖2階
27-8188 

松尾町支庖2階
27-8188 

生活環境課

22-4100 

午前9:00-午後3:00 
午前9:00 -12・00

平日

土
毎日(日祭臼|徐<) tf常 相談ハ

ー
二
銀
行

一ユニ

士，，~ 弁午前9:30-12:00 t/Ï:週水附日(H:盟i'-1~r.5) 法r1t相実
ユニー |一日lI?i
3 1明'コーナー

24-7333 
行政相談委員午f'liilO:OO-午後3:00 針)1第 2J111N口行 政相談

聞
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
栗
拾
い
を
楽
し

み
ま
し
た
。

区
民
慰
安
会
は
、
こ
こ
三
年
、
分
館

談
一
に
談

日
一
険
制

U

一
保
る

作

一
会
す

同
ト
川
川

4
2
1硝
正
川

l
r
L
m
回
世
四
阿

γ
ム

毎月第1・3火11/，'日(松尾工業)
毎月第2・4火附日(商工会議所)

産地直送

鮮魚、を食卓に

「安くて新鮮な海の幸を食卓に」

との考えてい実施されている産地 直送

卒業は、今年で9年目を迎 え、毎年

多くの市民の皆さんから御利用いた

だいています。 今年度も 10月から実

施されていますが、残りの産直デー

は、主主;のとおりです。(12月・ 1月は

休みます)

こ
の
制
度
は
、
市
内
に

住
ん
で
い
る
方
に
、
日
常

生
活
で
必
要
な
資
金
を
無

担
保
で
手
軽
に
貸
し
付
け

す
る
制
度
で
す
。

貸
し
付
け
を
申
し
込
ま

れ
る
方
は
、
一
度
、
生
活

環
境
課
で
説
明
を
受
け
て

か
ら
、
取
扱
金
融
機
関
へ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

@
貸
し
付
け
を
受
け
ら
れ
る
方

二
人
以
上
で
世
帯
を
構
成
す
る
世
帯

主
で
あ
り
、
ま
た
、
制
川
同
パ
パ
制
崩

保
険
加
入
適
格
者
で
、
次
の
要
件
を
備

え
た
方
で
す
。

ー
、
年
齢
が
、
二
十
歳
以
上
六
十
五
歳

以
下
で
あ
る
こ
と
。

2
、
市
内
の
同
一
場
所
に
一
年
以
上
住

所
が
あ
り
、
引
き
続
き
住
む
見
込
み

が
あ
る
こ
と
。

3
、
向
一
事
業
所
に
三
年
以
上
勤
務
、

生活資金
貸付制度の御案内

御
寄
付
お
礼

産直デ一実施予定日

58年2月15日(火)、3月15日(火)、

4月15日(針
(当日休みのお庖は、翌日になります)

ま
た
は
、
同
一

事
業
を
三
年
以
上
営

業
し
て
い
る
こ
と
。

4
、
年
収
が
、
百
五
十
万
円
以
上
三
百

万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

5
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
。

@
貸
し
付
け
の
内
容

O
貸
付
金
額
・:
三
十
万
円
以
内

O
利
率
:
・
年
七

・
六

%

O
返
済
方
法
・
:
貸
し
付
け
し
た
翌
月

か
ら
、
六
か
月
以
上
三
年
以
内
(
元

利
均
等
月
賦
償
還
、
預
金
口
座
よ

り
自
動
振
替
)

O
保
証
人
・
:
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

@
資
金
使
途

生
活
に
必
要
な
資
金
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し
、
事
業
、
旅
行
、
旧
債
返
済
、

転
貸
、
投
資
及
び
投
機
的
資
金
や
遊

興
費
な
ど
に
は
お
貸
し
で
き
ま
せ
ん
。

@
取
扱
金
融
機
関

側
八
十
二
銀
行

市
内
各
支
庖
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田T

の
巻

今
回
は
、
中
央
地
区
自
治
会
連
合
会

の
横
町
自
治
会
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ん

の
融
和
に
大
き
な
機
能
を
果
し
て
い
る

区
民
慰
安
会
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

。

。

横
町
自
治
会
で
は
、
去
る
十
月
三
目、

快
適
な
青
空
の
も
と
、
別
所
・

夫
神
山

麓
の
森
林
公
園
へ
栗
拾
い
の
ハ

イ
キ

ン

グ
を
実
施
し
ま
し
た。

幼
稚
園
児
か
ら

七
十
歳
を
越
え
た
お
年
寄
り
ま
で
約
八

十
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
、
上
回
交

通
別
所
温
泉
駅
か
ら
目
的
地
ま
で
約
三

キ
ロ

μ
の
道
の
り
を
、
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
を
し
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。
昼
食

団
ら
ん
の
後
、

地
元
森
林
組
合
の
人
の

案
内
で
菜
園
に
入
り
、
み
ん
な
は
、
時 別所混泉駅前に集合して、 さあっハイキングに出発

間
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
栗
拾
い
を
楽
し

み
ま
し
た
。

区
民
慰
安
会
は
、
こ
こ
三
年
、
分
館

が
設
置
さ
れ
て
か
ら
は
年
聞
の
分
館
活

動
計
画
に
添
っ
て
分
館
が
主
催
し
、
青

少
年
育
成
会
な
ど
関
係
各
種
団
体
が
後

援
す
る
形
で
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
昨

年
は
鹿
沢
休
暇
村
へ
ハ
イ
キ
ン
グ
、
一

昨
年
は
千
曲
河
川
敷
グ
ラ
ン
ド
で
芋
煮

会
と
楽
し
い
ゲ

l
ム
の
集
い
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
年
代
各
層
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
て
肩
を
寄
せ
合
い
語
り
合
い
、

一

つ
の
目
的
の
た
め
に
協
力
し
A
q
つ
姿
が
、

区
民
慰
安
会
に
結
集
さ
れ
て
い
る
と
い

え
ま
し
ょ
う
。

横
町
で
は
、
か
な
り
早
い
時
代
か
ら

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
関
心

を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
六
年

春
、
第

一
回
の
区
民
運
動
会
を

一
中
で

実
施
し
て
以
来
、

町
民
総
ぐ
る
み
で
参

加
し
て
集
団
の
緊
密
感
を
湧
き
起
こ
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
昔
、
城
下
町
時
代

の
町
人
ま
ち
の
一
つ
と
し
て
発
展
し
て
き

た
と
い
う
歴
史
的
所
産
に
絡
む
H

ま
ち

の
個
性
。
が
、
い
わ
ゆ
る
か
ま
ち
柄
。

と
い
う
べ

き
も
の
を
表
わ
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

「
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
考
え
る
新
し

い
時
代
の
中
で
の
区
民
慰
安
会
の
継
続

に
は
、
区
民
志
向
を
正
し
く
把
握
し
て

適
応
性
を
も

っ
て
運
営
に
あ
た

っ
て
い

く
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
、
分

館
の
人
は
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

御
寄
付
お
礼

次
の
皆
様
か
ら
温
か
い

御
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

マ

宮

川

功

樟

(
中
央
北
二

)

一

万

円

社

会

福

祉

基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
山
越
完
吾
樟

(中
野
区
)
石
け
ん

百
二
十
個
人
り
十
梱
、
ニ

ベ
ア
ク
リ
ー

ム
百
九
十
二
本

入

り

七

梱

社
会
福
祉

施
設
、
生
活
保
護
世
帯

へ

マ
上
田
高
等
学
校
三
年
七
組
御
一
同
樟

八
千
九
百
八
円
社
会
福
祉
基
金
の
積

立
金
と
し
て

マ
上
回
東
高
等
学
校
J
R
C
樟

三
万

三
千
七
百
十
七
円
社
会
福
祉
基
金
の

積
立
金
と
し
て

マ
西
沢
秀
一

一棟

(中
央
五
)

五
万
円

交
通
災
害
防
止
対
策
に

マ
金
子
安
男
樟

(常
磐
城
六
)

図
書

二
百
五
十
四
冊

西
部
公
民
館
へ

マ
明
治
乳
業
株
式
会
社
上
回
工
場
様

パ
イ
タ
ゲ

ン
三
百

g
缶
六
個
人
り
二
箱

報
恩
寮
、
長
寿
園
札

マ
株
式
会
社
ほ
て

い
や
樟

冷
水
器
一

器

体

育

施

設
用
備
品
と
し
て

マ
東
京
電
力
株
式
会
社
千
曲
川
電
力
所

樟

点
字
図
書
五
十
二
冊

点
字
図
書

館
へ
マ
上
回
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
樟

十
六

ミ
リ
映
写
機
一
台
、
十
六
ミ
リ
フ
ィ
ル

ム
四
本
青
少
年
健
全
育
成
諸
活
動
に

@
取
扱
金
融
機
関

側
八
十
二
銀
行

事件事故みんなで防いで明るい新年

歳末防犯運動

年末の交通事故防止運動

市
内
各
支
底

歳末は、例年突発的な犯罪や交

通事故が多発する傾向にあります。

・運動の重点

①凶悪犯罪と 盗犯の防止②暴力

団犯罪の防止③交通事故の防止

④少年非行の防止

12月1日-31日
年末は、交通事故の多発が予想、されます。この運動は、

あわただしい年末の 1か月間に総力を結集 して、続発

する交通死亡事故に歯止めを掛けるために行われます。

運動の重点一-①飲酒運転の撲滅②3大運動 (シート

ベルト 着用、スピー ドの抑制、早め点灯 )の推進 ③ 

スリップ事故の防止笹法 全運行管理体制の充実強化



来
年
四
月
に
入
国
す
る
保
育
園
児
の

入
園
受
付
を
、
次
の

ペ
ー
ジ
の
表
の
と

お
り
各
保
育
園
で
行
い
ま
す
。
次
の
入

園
条
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
希
望
保

育
園
で
入
国
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
在
園
児
に
は
保
育
園
か

ら
配
布
、
新
た
に
入
国
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
地
区
民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん

ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

④
家
族
に
長
期
に
わ
た
る
病
人
ま
た
は

心
身
に
障
害
の
あ
る
人
が
い
て
、
母

親
が
常
に
そ
の
看
病
に
あ
た
り
、
同

居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い

場
合

⑤
母
親
が
死
亡
ま
た
は
行
方
不
明
で
、

同
居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な

い
場
合

⑥
災
害
に
よ

っ
て
居
宅
を
失
い
ま
た
は

破
損
し
、
そ
の
復
旧
の
た
め
に
保
育

で
き
な
い
場
合

個
人
園
申
請
書
を
提
出
さ
れ
て
も
、
保

育
園
の
定
員
な
ど
の
事
情
に
よ
り、

入
園
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
長
時
間
保
育
v

長
時
間
保
育
は
有
料
に
な
り
ま
す。

申
請
書
は
、
実
施
圏
ま
た
は
児
童
保
育

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
人
は
お
申
し
出
く
だ
き
い
。

〈
障
害
児
保
育
〉

保
育
園
の
入
国
資
格
に
該
当
し
、
児

童
に
身
体
の
障
害
が
あ
る
場
合
に
入
国

で
き
ま
す
。

受
入
体
制
な
ど
考
慮
す
る
う
え
で
、

専
門
医
ま
た
は
専
門
機
関
の
意
見
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
入
園
受
付
の
際
、

こ
の
意
見
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
書
添
付
が
困
難
な
場
合
は
、
児
童

保
育
課
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
方
法
〉

入
国
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

添
付
書
類
を
つ
け
て
、

地
区
民
生

(児

童
)
委
員
き
ん
に
認
印
し
て

い
た
だ
き

K
H閣
制
へ
れ
ね
比
吋

+hソ
/
t
作
、

〈
入
園
資
格
〉

①
母
親
が
勤
め
て
い
て
、
同
居
の
家
族

に
保
育
す
る
人
が
い
な
い
場
合

②
母
親
が
家
庭
内
で
家
事
以
外
の
仕
事

(
自
営
業
、
農
業
、
内
職
な
ど
)
に

従
事
し
て
い
て
、
同
居
の
家
族
に
保
・

育
す
る
人
が
い
な
い
場
合

③
母
親
が
出
産
の
前
後
ま
た
は
病
気
、

あ
る
い
は
心
身
に
障
害
が
あ
り
、
同

居
の
家
族
に
保
育
す
る
人
が
い
な
い

場
合

だ 昭和57年12月1日一一一一(8)ー

保育園児の入園受付

昭和58年度

えつ広報

保育園児の入園受付に関するお問い合わせ先は

児童保育課へ E⑫4100内線382・有線②0801

市
立
保
育
園
の
在
園
児
に
つ
い
て
は
、

受
付
日
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
各
国
の

「
園
だ
よ
り
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
添
付
書
類〉

①
家
族
で
収
入
の
あ
る
人
の
五
十
七
年

分
源
泉
徴
収
票
。
源
泉
徴
収
禁
が
、

確
定
申
告
に
必
要
な
た
め
添
付
で
き

な
い
場
合
は
、
申
請
書
裏
面
様
式
に

勤
務
先
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

②
内
職
、
パ

ー
ト
な
ど
で
保
育
で
き
な
い

人
は
、
申
請
書
の
証
明
欄
に
事
業
所

の
証
明
。
病
人
の
看
護
ま
た
は
母
親

が
病
気
の
場
合
は
、
そ
の
診
断
書
。

③
出
産
前
後
の
た
め
保
育
で
き
な
い
人

は
、
母
子
手
帳
を
提
示
願
い
ま
す
。

④
母
親
以
外
に
同
居
の
祖
父
母
な
ど
が

い
る
が
保
育
で
き
な
い
場
合
に
は
、

保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
(
診
断
書
な
ど
)

⑤
自
営
業
や
農
業
な
ど
に
よ
り
確
定
申

告
す
る
人
は
、
確
定
申
告
後
、
確
定

申
告
書
控
ま
た
は
税
務
署
か
ら
納
税

証
明
書
を
取
り
寄
せ
、
三
月
十
九
日

ま
で
に
児
童
保
育
課
に
御
提
出
く
だ

去
」
い
。

〈
そ
の
他
〉

①
入
国
申
請
は
、
保
育
園
の
入
園
資
格

が
あ
る
か
ど
う
か
判
定
す
る
大
事
な

も
の
で
す
の
で
、
入
国
受
付
に
は
子

供
の
状
況
、
家
庭
の
状
況
な
ど
に
詳

し
い
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

②
申
請
書
が
不
完
全
な
場
合
は
、
申
請

書
を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
性
、
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児
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間
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添
付
書
類
を

つ
け
て
、
地
区
民
生

(児

童
)
委
員
き
ん
に
認
印
し
て
い
た
だ
き
、

希
望
保
育
園
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

私立保育園・入国受付日程表

保

有
長
時
間

ム書官
りを請
1・，旦， 母・ー

御仔 iJ<
注付不
t: if字
(る主主
にご f

?と長
H が合
でb は
き、

ま申
せ Z

間

午後1時一午後4時

受付日3 児

葉f呆
i前育

1帯主から

事項

H寺イ寸受
日

17 

17 

口
一
口
一
口
一
口
一
口
一
口
一
口
一
口

月

0自主から

実施

私立園名

甘採園

芙蓉保育園

聖ミカエル保育園

歓長閑

極楽寺保育圏

西丘保育関

常田保育同

秋和保育関

三好町保育附

あゆみ保育|剖

このたび、 橋本陣さん(新田 )か ら報恩‘察

に、500万円の寄付 をいただき まし た。厚く お

礼 申 し上げます。

橋本さんから

500万円御寄付

12月の法律相談日

12月10日・ 24日

毎月第 2・4金曜日の午 1時30分から 3時

30分まで法津相談を行っていま す。御希望の

方は 、市民相談室(包⑫4100内線301・303)に

電話予約をお1.~i'l ~ 、 し ます 。 秘密は厳守されま

すので、お気軽に御相談ください。

12月の法律相談日は次のとお りです。

と き・・・12月10日 ・12月24日

ところ...市役所 3階第 2応接室

担当弁護士・ー12月10日 制松博一郎先生

12月24日花岡正大先生

12月の行政相談日

毎月第 2月日伝日の午前10時から午後 3時ま

で、行政相談を行っています。お気軽に御相

~~くださ L 、 。

12月の行政相談日は、次のとお りです。

とき...12月13日

ところ・・・ユニー

※なお、日常の中で相談したいことがあ りま

したら、次の行政相談委員さんに御相談く

たーさし、。

市*il宣彦さん (森) ft⑫8224 

p~ 下深禅さん(下之郷) 宮⑮3029

松川 時さん(上官回) ft⑫ 4715 

2争城瓜巳さん(南天神町)ft⑫6176



だ 昭和57年12月1日一一一-(10)一

お知らせ取
り
壊
し
た
家
屋
は

え

お
早
め
に
届
け
出
を

つ広報

資
産
税
課
家
屋
評
価
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
3
7

家
屋
の
新
増
築
な
ど
で
、
既
存
の
家

屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取
り
壊
し
な

が
ら
、
滅
失
登
記
ま
た
は
取
り
壊
し
の

届
け
出
を
し
て
い
な
い
た
め
に
、
固
定

資
産
税
が
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
取
り
壊
し

た
家
屋
は
、
滅
失
登
記
を
す
る
か
、
ま

た
は
届
け
出
を
す
れ
ば
課
税
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん。

も
う
一
度
お
確
か
め
に
な
り
、
ま
だ

手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
滅

失
登
記

(法
務
局
て

ま
た
は
取
り
壊
し

の
ω相
け

刷
出
b
乙十
二月
E
Z
l
A
dubz
で
に
、

「東南戸ジ戸青年の船」の一行36人ガ、竹
月刊~13日まで上田市を訪れましだ。一行
は、市内の一般家庭に民泊しながら副所温
泉やりんご園などを見学。 一行の1人は「日
本の生活様式に蝕れることガできた」と喜

んでいましだ。

提
出
く
だ
さ
い。

ゑ
滋
議
鍛
議
議
務
線
機
FA偽

's，け
れ
議
叫
純
計
守

に
御
加
入
を
ぬ

l
o
l
l
i
-
-
-ー

μ

市
民
課
交
通
災
害
共
済
窓
口

鶴

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
7

徽

交
通
事
故
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
上

田
市
交
通
災
害
共
済
に
未
加
入
の
皆
き

ん
は
、
ぜ
ひ
有
利
な
こ
の
共
済
に
御
加

入
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格
・
:
市
内
に
住
所
の
あ
る
人
な

ら
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

会

費
・
:
三
百
円

(
こ
れ
か
ら
の
加
入

は
中
途
加
人
と
な
り
ま
す
の
で
、
一

般
及
び
中
学
生
以
下
の
か
た
、
い
ず

れ
も
一
人
三
百
円
と
な
り
ま
す
)

有
効
期
間
:
お
申
し
込
み
の
翌
日
か
ら

叩町
和
五
十
八
年
五
月
=
工
l

-

日
ま
で

見舞金支給状況(10月30日現在)
I斉
窓
口傷 害 区分 件数 支給制

千円

死 亡 5 3，500 

6か月以上の
11 1，320 

i弘 害

5か月以上の
8 640 

傷 害

4か月以上の
8 540 

{封 書主
「一

3か月以上の
I~ 害

26 1，560 

2か月以上の
30 1，200 

傷 害

「ー

1か月以上の
傷 害

73 2，190 

その他 110 1，454 

ぷ口入 言十 271 12，404 

3
i
u十いれ
γれ
F
W訓
r
f縦
約
M
m
u
j

ロ
月
は

明
る
い
選
挙
推
進
月
間

榊

上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

-・・圃挙
Z
及

河
内
面
差
市
凶

ぞ

mw邑一
u
i
E
h

---園明
3
5

上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で

は
、
こ
の
十
二
月
を
明
る
い
選
挙
推
進

月
間
と
定
め
、

事
業
の

一
環
と
し
て
御

覧
の
よ
う
な
ワ

ッ
ペ
ン
を
全
戸
配
布
し

ま
す
。
玄
関
や
門
柱
な
ど
の
見
や
す
い

所
に
は

っ
て
、
有
権
者
一
人
一
人
の
違

反
を
許
き
な
い
、
と
い
う
強
い
自
覚
と

信
念
を
表
わ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
+
よ
す
'o

ー
ト
、
旅
館
、
庖
舗
、
病
院
な
ど
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
所
に

あ
っ
て
は
、
収
容
人
員
が
三
十
名
以

上

選
挙
の
腐
敗
、
違
反
の
横
行
を
憂
い
た

民
間
有
志
の
手
に
よ
り
、
明
る
い
選
挙

推
進
運
動
の
輪
が
全
国
に
広
め
ら
れ
て

か
ら
三
十
周
年
を
迎
え
る
意
義
深
い
年

に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
来
年
に
第
十

回
統

一
地
方
選
挙
を
控
え
、
明
る
く
正

し
い
選
挙
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
に

最
も
ふ
さ
わ
し
い
時
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
統
一
地
方
選
挙
で
は
、
当
市

は
県
議
会
議
員
選
挙
、
市
議
会
議
員
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

生
活
に
最
も
身
近
で
、
か
か
わ
り
の
深

い
選
挙
で
あ
る
だ
け
に
、
き
れ
い
な
選

挙
で
住
み
よ
い
郷
土
の
発
展
を
願

っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

暮
れ
か
ら
正
月
に
か
け
て
は
、
各
種
の

行
事
や
催
し
に
名
を
か
り
て
、
買
収
、

供
応
な
ど
悪
質
な
選
挙
違
反
が
起
こ
り

が
ち
で
す
。
H

贈
ら
な
い
、
も
ら
わ
な
い
、

求
め
な
い

。
と
い
う
き
然
と
し
た
態
度

で
、
有
権
者
の
総
意
で
上
田
市
か
ら
、

違
反
を
絶
滅
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
運
動

に
対
し
て
、
皆
き
ん
の
深
い
'
御
理
解

t

年末年始のゴミ収集日

年末の特別ゴミ・危険物収集を次のとおり行し、ます。

じ>12月29日(水)は、水曜日の収集地区

!> 12月30日附は、木曜日の収集地区
ゴミ・危険物は、午前 8時30分までに集積場所へお

出し くださし、。(塩田・ 川西地区は午前8時までに)

新年の ゴミ ・危険物収集は、 1月4日(刈から平常ど

おり行います。

年末のくみ取りはお早めに

毎年、 年末はト イレのくみ取り が集中します。

お早めに業者にお申 し込みを されますようお願

いします。



上
田
市
か
ら、

違
反
を
絶
滅
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
運
動

に
対
し
て
、
皆
き
ん
の
深
い
御
理
解
と

嗣
岬
的
助

-narhね
宙
開
い

I
し
キ
ヱ
1
.

年末

毎年、

お早めに

いし ます

手
続
き
を
さ
れ
て
い
な

い

i

失
輩
記

(法
務
局
て
ま
た
は
取
り
綾
し

の
届
け
出
を
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
に
、

&
e
'
h
-
リ

w
，m弥
E
4
e引

'sftFイ
市
-
L
V

却
制
W

水
道
管
に
も冬

支
度
を

水
道
局
工
務
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
1
2

あ
な
た
の
家
庭
で
は
、「
水
道
管
が
凍

っ
て
水
が
出
な
い
」
な
ど
、
冬
の
寒
波

で
水
道
が
使
え
ず
困

っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
今
年
の
冬
は
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
水
道
管
の
冬
支

度
を
お
早
め
に
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

マ
特
に
注
意
す
る
点
は
・
.. 

①
北
向
き
の
と
こ
ろ
、
風
あ
た
り
の
強

い
と
こ
ろ
、
家
の
外
に
あ
る
水
道
は

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②
電
熱
帯
の
電
気
は
忘
れ
ず
に
。

③
不
凍
栓
は
、
毎
日
忘
れ
ず
に
操
作
し

ま
し
ょ
、
つ
。

④
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
も
、
ボ
ロ
布
か

ス
チ
ロ
パ
ー
ル
で
保
温
し
て
く
だ
さ

マ
破
裂
し
て
水
が
吹
き
出
し
た
ら
・
.. 

①
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
内
に
あ
る
止
水

栓
で
水
を
止
め
ま
す
。

②
止
水
栓
が
な
い
と
き
は
、
破
裂
し
た

部
分
に
布
、
ゴ
ム
テ

l
プ
な
ど
を
し

っ
か
り
巻
き
つ
け
、
針
金
か
ヒ
モ
で

し
ば

っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
水

道
局
ま
た
は
指
定
工
事
庖
へ
修
理
の

依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

だえつー(11)一一一昭和57年12月1日 広報

有
効
期
間
:
・
お
申
し
込
み
の
翌
日
か
ら

昭
和
五
十
八
年
五
月
三
十
一
日
ま
で

副
市

1a串
ル
・
-
a
中

巾

偽

E
4前
市

m
E比
丑
再
お
ス
活
庖
叫
mL
火
宜
ロ

北
ハ

マ
凍
っ
て
水
が
出
な
い
と
き
は

凍

っ
た
部
分
に
き
れ
い
な
タ
オ
ル
や

布
を
か

ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く

り
と
お
湯
を
か
け
て
解
か
し
て
く
だ

去、ぃ
。

防
火
管
理
者
の

資
格
取
得
講
習
会

上
田
中
央
消
防
署

宮
⑫
2
5
0
1

上
小
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
(
上
田
中
央
消
防
署
)
で
は
、
上

小
防
火
管
理
者
協
議
会
と
共
催
で
、
防

火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
会
を
次
に

よ
り
開
催
し
ま
す
。

と
き
:
・
十
二
月
十
三
日
間
、
十
四
日

刈
と
こ
ろ
・
:
上
田
市
消
防
会
館

受
講
資
格
・・
・
防
火
管
理
業
務
を
遊
行
す

る
こ
と
が
で
き
る
管
理
的
な
立
場
に

あ
る
人

受
講
料
・
:
会
員
一
人
あ
た
り
二
千
六
百

円
、
非
会
員
一
人
あ
た
り
二
千
九
百

円
申
込
期
限
:
・
十
二
月
六
日
間

申
込
場
所
・・
・
上
小
地
域
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課

倒
防
火
管
理
者
が
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
こ
ろ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

O
公
会
堂
、
遊
技
場
、
飲
食
底
、
デ
パ

し

〉

」

'v

〉」

信
念
を
表
わ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

女
子

存
す

は

、

四

咽
如
刊

二

L
l
七
年
?
に
当
長
吋

の

ー
ト
、
旅
館
、
底
舗
、
病
院
な
ど
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
所
に

あ

っ
て
は
、
収
容
人
員
が
三
十
名
以

上
O
学
校
、
工
場
、
事
業
所
な
ど
に
あ

っ

て
は
、
収
容
人
員
が
五
十
名
以
上

一
日
生
活
教
室
に

長
野
県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
一
日
生
活
教
室
と
し
て
毎
月
、
講

演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
従
来
の
死
亡
保
険
に
加
え
、

年
金
保
険
の
登
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
保
険
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、

ど
の
よ
う
な
保
険
を
選
ん
だ
ら
良
い
か
、

ま
た
保
険
の
契
約
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

な
ど
、
保
険
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

大
勢
の
皆
き
ん
の
御
聴
講
を
お
勧
め
し

ま
す
。

と
き
:
・
十
二
月
九
日
同
午
後
一
時
三

十
分

1
三
時
三
十
分

と
こ
ろ
・
:
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
教

室
テ
l
マ
:
・
「
わ
か
り
や
す
い
保
険
の
知

識」

講
師
・
:
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
広

報
部
次
長
西
沢
芳
雄
き
ん

上
田
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑪

8
5
1
7

・@
0
9
9
8

資
格
講
習
会

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次
の

と
お
り
職
業
訓
練
指
導
員
の
資
格
講
習

会
を
聞
き
ま
す
。

受
講
資
格
・
:
一
級
技
能
士
検
定
合
格
者
、

ま
た
は
同

一
職
種
で
経
験
十
五
年
以

上
の
人
(経
歴
証
明
書
が
必
要
で
す
)

受
講
期
日
・
:
昭
和
五
十
八
年
一
月
三
十

一
日
間
j

二
月
五
日
出
(
最
後
日
に

試
験
)

定
員
:
・
五
十
名

申
込
期
日
・
:
昭
和
五
十
八
年
一
月
十
二

日
附
l
一
月
十
九
日
制

(
た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

そ
の
他
・
:
講
習
案
内
、
受
講
申
請
書
は

当
校
に
あ
り
ま
す
。

長時間
l

務
事
警
護
議

料
理
教
室
の

受
講
者
を
募
集

中
部
電
力
上
国
営
業
所

サ
ー
ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

宮
⑫
1
2
4
0

中
部
電
力
で
は
、
婦
人
の
皆
き
ん
を

対
象
に
、
次
の
と
お
り
料
理
教
室
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

会

費

:・
材
料
代
と
し
て
-
回
四
百
円

程
度

定

員

:
各

コ
ー

ス
と
も
二
十
四
名
、

た
だ
し、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
。

申
込
先
・
・
・
中
部
電
力
上
回
営
業
所
サ

l

ビ
ス
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
課

料理教室日程表

コ?、 期間! H在日 日寺 間l 士発 所

1月10日(11) 午後
中部電力第 1・3 1 : 30 A 上回営業所

木曜日3月17日制
3 : 30 婦人教室

1月13日(村
午前

第2・4 10 : 00 
C 

" 3月24日(ね 木曜日 午後

1 : 00 

-

e 

. 

お

わ

び

正

訂

し日とで用行
まのな、心・「
寸:誤 つ 火・第広
。りて災心八報
でい予で七う
しる防用五え
たの運心号だ
。は動・の」
お、が目十十
わ十十で ペ ー
ぴ一一用|月
し月月心 汽 十
て二・十・」 「 六
訂十・ 六・の火日
正六・日中の発
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十
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三
十
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日
現
在
)

老齢年金の減額繰り上げ請求
今年は、拠出制(保険料を納める)の

国民年金が始まってから22年目です。

この拠出制国民年金を受けている人

(受給者)は、昭和56年度末で、上田市

内で8，728人(左表)になっていて、56

年度中に受け取った年金額は、全部で

23億7，500万円にも達しています。そし

て、老齢年金(通算老齢年金を含む)の

受給者が95%を占めています。

目立つ繰り上げ請求者 最近の傾向として、 65歳にな

る前に、年金の請求(繰り上げ請求)をする人が目立っていま

す。昭和56年度でみますと、約8割近い人が繰り上げ請求を

しており、i60歳にな ったから」と、すぐに請求した人が5割

にもなっています。 65歳になってからの請求は 2割ちょっ

とです。この繰り上げ請求の傾向は、今年も続いています。

もとにもどらぬ減額率 国民年金は、65歳になってから

受けるのが「原則」です。しか

し、本人の希望があれば、満

60歳過ぎれば繰り上げて請求

することができます。

この場合、左の表のように、

年齢に応じて受ける年金額が

減額され、 60歳の請求では 6

割にもならない年金額になっ

てしまいます。しかも、この減額された率は、 65歳になっ

てももとにもどらず、一生減額された率のままの年金を受

け続けることになります。

例えば、 20年間 (240月)保険料を納め続けて、今年60歳

になった人(大正11年 4月2日以後生まれ)は、 65歳から年

510，000円(月額 42，500円)の年金が受けられるのに、 60歳

からだと年295，800円にしかならず、214，200円のマイナスに

なります。

65歳前に、繰り上げて年金を請求する事情は、さまざま

なことと考えられますが、最近は、私たち日本人の寿命も

伸びてきています。しっかりと考えたうえ、手続きをして

くだきい。

人

人

人

人

人
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一

老
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母

遺

寡

一

次
の
皆
さ
ん
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

手
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上
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下
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三
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滝
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小
林
タ
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飯
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一
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き
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竹
内
む
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さ
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森
本
も
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さ
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(
中
央
北
一
丁
目
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新
田

中

村

た

ま

さ

ん

舞

回

佐

々

木

三
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き
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町

吉
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長

川

原

イ
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さ

ん

鈴

子
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崎
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(
常
国
二
丁
目
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サ
方
厄
棋
ふ
正
つ
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止
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J
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二
八
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繰り上げによる減額率

60歳以上61歳未満 42% 

61歳"62歳" 35% 

62歳"63歳 " 28% 

63歳"64歳" 20% 

64歳月 65歳月 11% 
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社会保険出張相談日~

(12月〕
第 1火曜日 7日
第 3火曜日 21日

会場…松尾工業株式会社(JII辺町)

第 2火曜日 14日
第 4火曜日 28日

会場・・・上回商工会議所(大手町)

0各会場とも午前9時一午後3時
0当 日が「祝日」の場合は、中止になります。

ト+却、&市、&〆ト申揮、砂川ト唱/子、v"申〆子中〆子、レ川ト""宅..，...，.....占〆子、..，-.、.A'..・
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